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の
山
口
。

(
〈
母
性
一

E
P
久
山
内
判
定
タ

の
山
口
ぬ
間
口
M

∞

(出

0
3江戸
M
F

ロ
i
マ
の
叙
情
詩
人
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
(
訟
(
J
∞
∞
・
(
い
)
に
よ
る

「
歌
章
」

(nhqさ
3hN)
第
四
巻
第
一
五
歌
は
、
彼
の
生
涯
の
中
で

最
も
晩
年
に
一
記
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

ω
、
同
巻
の
他
の
詩
歌
と
と
も

に
そ
の
芸
術
的
完
成
度
は
ラ
テ
ン
文
学
の
中
で
も
最
高
峰
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
ま
た
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
精
神

史
的
展
開
を
知
る
上
で
、
彼
が
到
達
し
た
究
極
の
境
地
を
示
す
も
の

と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
第
一
五
歌
は
、
他
に
第
四
歌
、
第
六
歌
な

ど
と
と
も
に
、
す
で
に
世
を
去
っ
た
先
輩
の
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

3
0

(、

j
E
∞
(
い
)
に
よ
る
叙
事
詩
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
り
、
特
に
そ
の
末
尾
で
は
、
他
な
ら
ぬ
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス

自
身
が
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
を
口
IPSE-s

マ
の
市
民
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
、

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
口

i
マ
の
平
和
を
謡
歌

ト4

ご
か
ら

町内
N

可送

3
p

ω
N
)

へ

ト仏

ト4

C只

秋

山

メlLト
ラ乙

し
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

2

5
七
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O
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5
mユ吋
O
コ
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2
5
コ
Oω
守一

ωu

三
円
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(
山
内
山

Oω
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ω
山℃日)吋ゅの山川ユケ

三
江
戸
】
門
め
町
三
百
円
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ω
5
0
5
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2
江戸一のめ

ω

ど
よ
-
一
ω
「mu
ヨ
一
×
門
O

のm
H

コ
ベ
ニ
円
高
江
一
〕
一
一
ω

ιィ
0
5
5
3
c
mリ

2
〉コ(リ主
ωmw
コ

2
Nニ
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ωめ

℃「

cmmω
コ
一
。
ヨ
〈
め
コ
め
叶
一

ω
(い山コ
Edcω
・

ω

(
『
歌
章
』
四
、
一
五
、
二
七
(
)
三
二
)

「
わ
れ
わ
れ
も
、
わ
れ
ら
の
子
孫
、
妻
た
ち
と
と
も
に
、
ま
ず
は

ふ
さ
わ
し
く
神
々
を
呼
び
求
め
つ
つ
、
徳
に
み
ち
た
つ
と
め
を
果
た

し
た
武
士
ら
を
父
祖
の
習
い
に
従
っ
て
讃
え
、
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
葦
笛

に
合
わ
せ
た
歌
で
ト
ロ
イ
ア
と
ア
ン
キ
セ
ス
と
、
恵
み
深
き
ウ
ェ
ヌ

ス
の
お
ん
子
を
共
に
歌
お
う
」
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さ
て
、
こ
の
『
歌
章
」
第
四
巻
は
全
体
と
し
て
、
芸
術
的
完
成
度

の
評
価
と
は
逆
に
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
賛
美
の

基
調
か
ら
、
若
い
こ
ろ
警
世
の
詩
人
と
し
て
個
人
主
義
を
重
ん
じ
た

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
、
体
制
派
の
詩
人
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
結
果
の
作

だ
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

ω
。
そ
し
て
上
に
訳
し
た
部
分
、
と
く
に

と

2
5
℃

g
Z
5
2吋
O
コ一
2
5
コOω
汁ユ
ω
:
・

2
5
5
5
3
に
関
し
て
は
、

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
生
涯
妻
帯
せ
ず
、
養
子
す
ら
持
た
な
か
っ
た
こ
と

と
相
反
し
て
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
体
制
の
も
と
に
あ
る
国
民
を

意
識
し
た
そ
の
政
治
性
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
い
う
評
価
の
論
拠
に

な
る
場
合
が
あ
る

ω。

こ
の
よ
う
な
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
に
お
け
る
個
人
主
義
と
公
共
主
義
の

相
起
は
、
い
ま
だ
十
分
な
解
決
を
克
な
い
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ

る
と
さ
れ
る
が

ω
、
そ
う
い
っ
た
詩
人
の
内
面
に
お
い
て
大
き
な
転

換
点
を
な
す
と
思
わ
れ
る
の
が
紀
元
前
一
七
年
に
作
ら
れ
た
『
世
紀

祭
の
歌
』

(
(
U
G
ミ
ミ
芯
句
ミ

S
Eミ
)
で
あ
る

ω。
こ
の
歌
は
、
君
主

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
言
わ
ば
桂

冠
詩
人
と
し
て
作
詩
し
た
も
の
で
、
詩
人
自
ら
の
指
揮
に
よ
り
、
二

七
名
ず
つ
の
男
児
・
女
児
で
構
成
さ
れ
た
合
唱
隊
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
統
治
に
よ
っ
て
お
と
、
ず
れ
た
ロ
!
?
の
新

時
代
を
一
記
念
す
る
「
世
紀
祭
」

(γ
丘一

ω
2
2
E・2)
を
締
め
く

く
る
詩
と
な
っ
た
。
こ
の
『
世
紀
祭
の
歌
い
に
関
し
て
も
、
古
く
は
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ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
以
来
、
こ
の
歌
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
強
制
の

産
物
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
り

3
5門
ニ
ミ
吉
見
ミ
ミ
ド

ω"

。-

H
H
)

、
こ
の
『
世
紀
祭
の
歌
」
を
転
機
と
し
て
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が

体
制
派
詩
人
に
堕
落
し
た
と
す
る
意
見
も
多
い
問
。

本
稿
で
は
、
『
歌
章
』
第
四
巻
に
代
表
さ
れ
る
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
後

期
の
作
品
が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
体
制
に
迎
合
し
た
詩
人
の
政
治
的

な
詩
歌
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
特
に
『
世
紀
祭
の
歌
」
に

お
け
る
詩
人
の
視
点
と
く
に
そ
の
神
話
観
に
焦
点
を
絞
り
、
ウ
ェ
ル

ギ
リ
ウ
ス
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
と
の
関
連
か
ら
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
後

期
の
境
地
が
、
政
治
的
と
い
う
評
価
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
崇
高
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
世
紀
祭
の
歌
』
作
詩
の
端
緒
と
な
っ
た
詩
を

め
ぐ
っ
て
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
見
解
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

ω
。
ま
ず
メ
ル
ケ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
、
元
来
前
二

三
年
に
計
画
さ
れ
た
世
紀
祭
の
背
景
に
ア
エ
ネ
ア
ス
の
冥
府
行
を
考

え
て
い
た
と
し
、
「
ア
エ
ネ
イ
ス
」
第
六
巻
は
そ
の
構
想
の
も
と
に

記
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
こ
の
「
世
紀
祭
の

歌
」
を
吋
ア
エ
ネ
イ
ス
」
第
六
巻
の
儀
礼
・
神
話
を
背
景
に
し
て
記

し
た
と
考
え
る

ω。
こ
れ
に
対
し
て
ア
ッ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
ガ

i
は、
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エ
ネ
イ
ス
い
で
は
な
く
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス

一
第
一
六
歌
が
吋
世
紀
祭
の
歌
い
に
お
け

る
ア
エ
ネ
ア
ス
伝
説
引
用
(
く
〈
・
ミ

i会
w
S
i
g
)
の
原
案
に
な
っ

た
と
考
え
る
。
ア
ッ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
吋
世
紀
祭
の

歌
」
で
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ

た
口

i
マ
を
、
先
に
吋
エ
ポ

i
デ
ィ
!
」
第
一
六
歌
に
お
い
て
理
想

郷
と
し
て
描
い
た
「
幸
福
者
の
島
」

mw「
〈
山
寸

g
g
(向日
uo
ぇ・~内川

γ

h
H
~
i
h
H
N
)

の
実
現
と
み
な
し
て
お
り
、
よ
っ
て
「
世
紀
祭
の
歌
」
は

戦
乱
の
ロ
!
マ
へ
の
絶
望
を
歌
っ
た
「
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
第
一
六
歌

に
対
す
る
改
詠
詩
(
豆
一
5
0
(ぽ
)
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
側
。

さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
「
世
紀
祭
の
歌
』
は
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
精

神
的
展
開
の
上
で
大
き
な
転
機
と
さ
れ
る
。
一
方
「
エ
ポ

i
デ
ィ

i
」
第
一
六
歌
は
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
最
初
期
の
作
と
し
て
大
き
な
意

味
を
持
つ
。
こ
こ
で
各
々
の
歌
の
性
格
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
しま

ず
「
世
紀
祭
の
歌
』
冒
頭
は
、
ア
ポ
ロ
と
デ
ィ
ア
ナ
二
神
へ
の

祈
願
か
ら
始
ま
る
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の

自
身
の
吋
エ
ポ

i
デ
ィ

2Jomuσσω
ニ
〈
山
門

E
ベ五cm山門
)
O
Rコ
ω
ワ
芯
コ
hy

一己(リ
E
C
H
d
n
m
w
o
一一(一
2
5
w
。
の
O

一めコ(一一

8
5門)め吋

2
2
E
W
(片山
Z
2
5
0
門)吋めの山門戸戸円

汁

g
H
d
H
)
O
H‘め

ω山
(
い
「
O
W

(吉

oω
一寸山、一一一三ヨ
O

コC
O
「
め
ぐ
め
吋
ω
己
ω

〈一「間一コ
mwω

一めの門町凶
ω
門)「戸内山
H.0ω(一己めの
mwω
門()ω

門出
ω
w
A
Z
一σロ
ωω
め匂
5
5
門〉一去にゆ円。

(uo=2-

E
2
5
2「
5

2

(
『
世
紀
祭
の
歌
』
一
rt
・
-
J

八
)

「
ア
ポ
ロ
よ
、
そ
し
て
森
を
統
べ
る
デ
ィ
ア
ナ
よ
、
天
の
輝
か
し

き
誉
れ
、
お
お
、
永
久
に
崇
め
ら
る
べ
き
方
々
に
し
て
、
ま
た
崇
め

ら
れ
て
き
た
こ
神
よ
、
い
ま
こ
の
聖
な
る
時
に
わ
れ
ら
が
祈
る
こ
と

を
か
な
え
た
ま
え
。
シ
ビ
ュ
ッ
ラ
の
書
が
定
め
た
よ
う
に
、
選
ば
れ

し
乙
女
ご
ら
、
汚
れ
な
き
男
児
ら
が
、
七
つ
の
丘
を
悦
び
と
す
る

神
々
に
歌
を
捧
げ
ま
つ
る
こ
の
時
に
」

こ
の
「
世
紀
祭
の
歌
』
は
計
一
九
ス
タ
ン
ザ
か
ら
成
る
が
、
各
ス

タ
ン
ザ
は
そ
の
内
容
に
従
っ
て
、
ア
ポ
ロ
に
関
す
る
部
分
は
男
児
に

よ
り
、
ま
た
デ
ィ
ア
ナ
に
ま
つ
わ
る
部
分
は
女
児
に
よ
っ
て
歌
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
ユ
リ
ウ
ス
家
に
属
す
る
も
の

と
し
て
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
に
遡
る
と
と
も
に
、
ア
ポ
ロ
の
子
孫
と
も
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

3
5門
」
込
甲
南
・
h
u
h
p
A
N
)

。

ま
た
こ
の
「
世
紀
祭
の
歌
』
で
は
、
以
下
に
訳
出
す
る
よ
う
に
出
産

・
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
メ
イ
ン
・
テ

i
マ
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
合
唱
隊
を
構
成
す
る
口
、

Blip-B

マ
の
嫡
出
男
児
を
ア
ポ
ロ
の
、
女

児
を
デ
ィ
ア
ナ
の
似
像
と
し
て
捉
え
る
詩
人
の
視
点
が
あ
っ
た
と
考
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え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
ア
ポ
ロ
・
デ
ィ
ア
ナ
二
神
の
誕
生
を

少
年
少
女
た
ち
に
よ
っ
て
現
前
さ
せ
、
ロ
ー
マ
の
新
時
代
の
利
到
来
を

印
象
づ
け
よ
う
と
い
う
詩
人
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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(
「
世
紀
祭
の
歌
』
一
一
ニ
re--J

二

O
)

「
ふ
さ
わ
し
く
、
エ
イ
レ
イ
テ
ィ
イ
ア
よ
、
時
満
つ
れ
ば
お
だ
や

か
な
誕
生
の
道
を
開
き
、
母
親
た
ち
を
守
り
た
ま
え
。
あ
な
た
が
ル

キ
ナ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
よ
み
せ
ら
れ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
そ
の

名
が
ゲ
ニ
タ
リ
ス
で
あ
る
に
せ
よ
。
女
神
よ
、
子
を
は
ぐ
く
み
た
ま

え
。
そ
し
て
、
元
老
た
ち
に
よ
る
婚
姻
の
決
議
を
よ
み
し
た
ま
え
、

新
た
な
子
孫
を
促
す
婚
礼
の
法
に
お
い
て
」

向
。
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ニ
広
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H
.
c
m
C
5
3
8

ュ2
5
Z一一
5

ω
立
の
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C
ロ
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戸
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ユ
戸
コ
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叫
m
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5
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m
H
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c
m
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(
「
世
紀
祭
の
歌
』
二
七
''¥J

三
回
)

「
穀
物
と
家
畜
に
富
む
大
地
は
、
麦
の
穂
を
ケ
レ
ス
女
神
に
捧
げ

る
が
よ
い
。
ユ
ッ
ゼ
テ
ル
の
も
た
ら
す
恵
み
の
水
・
風
も
実
り
を
育

む
が
よ
い
。
矢
を
お
さ
め
、
優
し
く
お
だ
や
か
に
、
ア
ポ
ロ
よ
、
祈

る
お
の
こ
ら
に
耳
を
傾
け
た
ま
え
。
ま
た
星
辰
を
統
べ
る
双
角
の
ル

ナ
よ
、
少
女
ら
の
祈
り
を
開
き
た
ま
え
」

一
方
、
最
初
期
の
作
「
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
第
一
六
歌
で
、
詩
人
は

ロ
i
マ
国
民
に
対
し
、
内
乱
の
さ
な
か
に
あ
る
ロ

i
マ
を
棄
て
て

「
幸
福
者
の
島
」
へ
向
け
て
脱
出
し
よ
う
と
提
案
し
て
い
た

ω
。

門戸Oω

コ】
m5mw門

onmwm凶コ乙
ω
(い
一
「

(υCHHd〈
山
間
に

ω

℃
ぬ
け
ω
ヨ
ロ
ω
ω
「
〈
m
H
W
E
i
z
ω
2
5
2
一

5
・

(
吋
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
一
六
、
四
一

1
昭
二
)

「
わ
れ
わ
れ
を
待
つ
の
は
、
ぐ
る
り
を
取
り
囲
む
オ
ケ
ア
ノ
ス
だ
。

か
な
た
の
地
、
幸
福
の
地
、
あ
の
豊
か
な
島
々
を
目
ざ
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
行
こ
う
」

ω
「
〈
m
y
σ
o
m凶
門

mH
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こ
の
よ
う
に
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
詩
作
活
動
は
口

i
マ
の
民
衆
に

対
す
る
絶
望
的
な
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
始
ま
り
(
同
B
R
N
h
)
、
本

稿
冒
頭
で
見
た
よ
う
な
国
民
大
衆
の
平
和
な
日
々
の
理
想
的
描
写

(
内
ミ
三
-

A
・
~
u
)

に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
る
と
さ
れ
る

ω。

さ
て
そ
の
よ
う
な
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
発
展
史
の
上
で
、
彼
よ
り
も

五
歳
年
長
の
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
と
の
交
流
は
無
視
で
き
な
い
。
と
く

に
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
前
二
九
年
か
ら
前
一
九
年
に
か
け
て
執
筆
し

た
遺
作
吋
ア
エ
ネ
イ
ス
」
は
、
発
刊
と
と
も
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
に
対

し
て
多
大
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
、
中
で

も
主
人
公
ア
エ
ネ
ア
ス
に
よ
る
第
六
巻
冥
府
行
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
ア
エ
ネ
ア
ス
は
神
話
上
の
人
物
像
を

超
え
て
、
ロ
ー
マ
の
主
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
前
表
ま
た
ロ

i
マ
由

民
の
集
合
人
格
的
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ω
、
主
人
公
に
よ
る
冥
府

行
は
嬢
罪
行
為
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
と
も
に
、
冥
府
か
ら
の
出

立
は
一
再
生
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
ね
て

よ
り
ロ

i
マ
に
お
け
る
内
乱
の
罪
の
購
罪
に
心
を
砕
い
て
い
た
ホ
ラ

テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て

ω
、
ア
エ
ネ
ア
ス
が
文
学
の
上
で
も
績
罪
行
為

を
遂
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
警
世
の
個
人
主
義
か
ら
ロ

i
マ
の
平
和

を
讃
え
る
関
か
れ
た
立
場
へ
と
態
度
を
転
換
し
や
す
く
な
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
は
、
読
者
・

聴
衆
各
自
に
も
死
と
再
生
の
体
験
を
果
た
さ
せ
る
構
造
を
な
し
て
お

り
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
こ
う
い
っ
た
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
に
よ
る
再

生
体
験
を
果
た
し
た
あ
と
「
世
紀
祭
の
歌
」
作
詩
に
と
り
か
か
っ
た

こ
と
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

い
ま
「
冥
府
行
」
に
関
し
て
少
し
ふ
れ
た
が
、
こ
の
冥
府
を
め
ぐ

っ
て
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
作
品
に
は
注
目
す
べ
き
特
色
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
神
界
か
ら
火
を
盗
ん
だ
と
し
て
ゼ
ウ
ス
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
が
、
通
説
の
よ
う
に
コ

i
カ
サ
ス
山
上
で
は
な
く
、
彼
の

詩
で
は
常
に
冥
界
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
(
町
、
c
R

~
N
n
u
'
e
t
-
-
'
q
句
、
(
リ
ミ
、
さ
-
h
N
~
F
N
ω
U
1
1
九
日
。
、
(
リ
ミ
、
さ
-

N、
~
向
ω
A

ip凶
内
山

)ω
。
と
く
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
場
合
、
冥
府
の
中
で
ふ
つ

う
テ
ィ
テ
ュ
オ
ス
が
霞
か
れ
て
い
る
場
所
に
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
が
置
か

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
第
一
七
歌
(
〈
〈
・

8

(

)

S

)

に
お
い
て
、
通
常
冥
府
で
三
つ
組
を
な
す
テ
ィ
テ
ュ
オ
ス
、

タ
ン
タ
ロ
ス
、
シ
シ
ュ
ポ
ス
の
代
わ
り
に
タ
ン
タ
ロ
ス
、
プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
、
シ
シ
ュ
ポ
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
テ
ィ
テ
ュ
オ
ス
は
ア
ポ
ロ
と
デ
ィ
ア
ナ
の
母
ラ
ト
ナ
に
対
す
る

邪
念
か
ら
こ
の
場
所
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
ホ
ラ
テ

ィ
ウ
ス
が
ア
ポ
ロ
に
対
し
て
特
に
詩
的
霊
感
を
祈
念
す
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
は
意
図
的
な
神
話
の
改
変
で
あ
る
と
い
っ
て
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よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
テ
ィ
テ

ュ
オ
ス
の
位
置
に
霞
く
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
対
し
、
ラ

ト
ナ
へ
の
療
罪
者
と
し
て
の
役
割
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
は
も
ち
ろ
ん
神
界
と
人
間
界
の
仲
介
者
で
も
あ
り
、
ホ
ラ

テ
ィ
ウ
ス
に
あ
っ
て
は
購
罪
者
H
仲
介
者
が
地
底
に
お
い
て
そ
の
働

き
を
遂
行
す
る
と
い
う
構
図
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
地
底
に
お
け
る
蹟
罪
・
神
人
の
仲
介
」
と
い
う
理

解
は
、
「
ア
エ
ネ
イ
ス
』
に
お
け
る
ア
エ
ネ
ア
ス
の
冥
府
下
り
、
お

よ
び
冥
界
に
黄
金
の
校
を
挿
す
行
為
の
意
味
に
照
ら
し
た
と
き
、
ウ

ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

l
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
二
人
の
間
に
共
通
す
る
発
想
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
凶
。
そ
し
て
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
よ
る

『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
が
発
刊
さ
れ
た
後
で
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

ア
エ
ネ
ア
ス
が
ロ

i
マ
思
民
の
集
合
人
格
的
像
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
抱
い
て
い
た
媛
罪
へ
の
義
務
感
が
解
か
れ

た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
仲
介
者
」
と
い
う
テ

i
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
ホ

ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
先
に
「
歌
章
」
第
三
巻
第
一
歌
で
、
自
ら
を
「
神
々

と
人
間
の
仲
介
者
と
し
て
の
使
命
を
担
う
預
一
一
一
一
向
者
」
た
る
「
ム
j
サ

イ
の
神
宮
」

E
Y
E
S戸
円
三

ω
R
O
E
8
3
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
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。
在
日
)
「

o
pコ
己

ヨ

〈

三

m
5
2
2
d
m
w
o
u

町
内
円
〈
ぬ
け

mw
一一コ

m
c一
ω
一

nm凶
吋
門
出
一
門
戸
山
コ

O口
七
三
戸

ω

き
{
宮
山
玄

g
R
g
d凶
器

2
三
oω

〈
一
門
問
一
門
戸
一

σcω

円
)
己
め
「
一

ω
A
Zめ
の
一
山
戸
コ
汁

0・

(
『
歌
章
」
三
、
一
、
一

i
四
)

「
わ
た
し
は
忌
み
嫌
う
、
汚
れ
た
愚
衆
を
、
そ
し
て
遠
ざ
け
る
。

凶
兆
の
言
葉
を
避
け
よ
。
わ
た
し
は
ム

i
サ
イ
の
神
宮
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
耳
に
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
歌
を
お
と
め
ご
ら
、
少
年
た
ち
の

た
め
に
歌
お
う
」

こ
う
し
て
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
『
歌
章
』
第
三
巻
執
筆
の
時
点
で

は
、
自
ら
の
詩
想
を
理
解
し
な
い
愚
衆
を
遠
ざ
け
、
た
だ
ロ

i
マ
の

青
年
男
女
の
み
を
対
象
に
詩
作
を
お
こ
な
う
意
向
を
示
し
て
い
た
。

態
度
の
転
換
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
「
教
育
的
活
動
と
し
て
の

詩
作
」
と
い
う
発
想
は
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
生
涯
を
貫
い
て
持
続
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
口
『
世
紀
祭
の
歌
』
の
上
演
事
情
を
語
る
『
歌

章
』
第
四
巻
第
六
歌
で
は
、
世
紀
祭
に
お
い
て
少
女
少
年
た
ち
を
指

揮
す
る
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
、
詩
人
・
教
育
者
と
し
て
の
誇
り
が
語
ら

れ
て
い
る
。

ω℃
一
ユ

E
E
H
)
7
0
0
σ
己

ω
コ
己
主

w

日

)70mωσ
に

ω
m戸
吋
汁
め
ヨ

の
ん
山
門
「
コ
ユ
コ
一

ω
コ

OHdm山
口
(
一
に
め
〔
一
め
己
一
円
七

O
め
だ

Hmu・

〈
一
「
間
一
コ
三
コ
℃
三
百
戸
内
同
)
戸
。
「

E
Cめ
の
一
均
一

ω

七

mH門
「
一
一
〕
に

ω
0
2い
ケ
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り
ぬ
一
一

ωmw
門
戸
目
立
凶

{mw
乱
。

mwmwmcmm凶
わ
ゆ

ω

一
て
コ
ハ
リ
山

ω
ぬ
け
の
め
吋
〈

O
ω
n
o町一
σm山
口
立

ω
山
吋
(
い

C
U

Hkmwωσ
一
ロ
ヨ
お
吋
ぐ

2
0
円
)
包
め

5
5
2
(官
。

七
O
一
一
一
の
町
一
わ
け

C
B噂

ユ
百
戸
町
二
ogmwH)
号「
C
H吋
】

g

S
コ
門

g
v

ュZ
Q
2
8
コ
5
5
F
2
Z
0
2
ニ
乙
8
5
w

円)吋

Oω
℃

mw吋
ωヨ
守

口

m
c
B
(
v
m止
め
「

mW52cm山
門
)
「

Oコ
Oω

〈

O一〈
0
5
5め
コ
巴

ω

コC
℃

g
u
s
E
n
g
h
d
m〔

)

(

出

ωω
百一
ncgw

ω山
め
の
に
}
C

町内山

ω門
ωω
「

mw同
め
「
め
コ
円
。
一
口
の
め

ωw

吋
め
巳

E
E
n
m凶
「
ヨ

mup(山
(
)
丘
一

~
ω
5
0む
(
)
門
戸

H
d

〈

mw門一
ωHtHO吋
mw汁

-ww
(
「
歌
章
』
回
、
六
、
二
九

''ea--J

四
四
)

「
ア
ポ
ロ
が
わ
た
し
に
霊
感
を
授
け
た
。
ア
ポ
ロ
が
詩
の
術
と
詩

人
と
し
て
の
名
声
を
わ
た
し
に
与
え
た
。
麗
し
き
乙
女
ご
ら
よ
、
ま

た
由
緒
あ
る
父
祖
よ
り
生
ま
れ
た
る
お
の
こ
ら
よ
、
デ
ロ
ス
島
の
女

神
デ
ィ
ア
ナ
、
す
ば
や
き
山
猫
や
鹿
を
そ
の
弓
で
も
っ
て
捕
ら
え
る

女
神
の
庇
護
の
許
に
あ
る
者
ら
よ
、
レ
ス
ボ
ス
島
の
調
べ
と
わ
た
し

の
指
の
節
に
従
い
、
相
応
し
く
ラ
ト
ナ
の
お
ん
子
を
歌
え
。
相
応
し

く
、
増
し
ゅ
く
光
を
放
つ
月
を
。
実
り
を
も
た
ら
し
、
め
ぐ
り
す
す

む
歳
々
を
す
ば
や
く
廻
す
丹
を
。
い
つ
の
日
か
お
嫁
に
行
く
と
き
、

お
ま
え
は
言
う
、
だ
ろ
う
。
〈
わ
た
し
は
神
々
に
悦
ば
れ
る
歌
を
捧
げ

た
。
位
紀
が
め
ぐ
り
、
祭
礼
の
光
を
も
た
ら
し
た
と
き
に
、
詩
人
預

言
者
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
調
べ
を
教
わ
っ
て
〉
と
」

こ
の
よ
う
な
「
パ
イ
デ
イ
ア
と
し
て
の
詩
」
と
い
う
把
握
は
、
ウ

ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
も
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ

ル
ギ
リ
ウ
ス
は
早
く
か
ら
詩
を
神
殿
と
見
な
す
見
解
を
示
し
て
お
り

(
C・句、

~ω
て
そ
の
発
想
の
も
と
に
、
ロ
!
マ
国
民
が
普
遍
的
に

集
い
う
る
神
殿
と
し
て
の
叙
事
詩
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
を
書
こ
う
と
し

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
問
。
そ
し
て
先
に
も
ふ
れ
た
「
冥
府
行
」

は
、
詩
に
よ
る
読
者
・
聴
衆
の
再
生
を
目
指
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の

と
忠
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
第
一
行
は
と
〉
コ
ロ
m
w
i
g
B
(吉
ゅ

の

ω
コou--
・3

と
一
訪
問
り
始
め
ら
れ
る
。
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
に
お
け
る
ア
エ

ネ
ア
ス
像
は
ロ

i
マ
国
民
の
像
で
も
あ
り
、
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
の
詩

句
は
国
民
全
体
が
集
い
う
る
神
殿
と
し
て
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
こ

と
は
す
で
に
言
及
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
の
詩
行
は
、

詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
歌
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
ロ

i
マ
国
民

す
べ
て
の
詩
句
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
第
六
巻
で
は
、
(
シ
ビ
ュ
ッ
ラ
を
の

ぞ
け
ば
)
主
人
公
ア
エ
ネ
ア
ス
一
人
が
冥
府
か
ら
地
上
へ
の
再
生
を

果
た
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
世
紀
祭
の
歌
』
で

は
、
男
児
が
ア
ポ
ロ
の
督
、
女
児
が
デ
ィ
ア
ナ
の
奮
を
意
味
す
る
と
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い
う
構
成
か
ら
、
ア
ポ
ロ
・
デ
ィ
ア
ナ
二
神
の
誕
生
が
描
出
さ
れ
う

る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
詩
人
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
自
ら
は
詩
句
そ
の

も
の
と
化
し
て
少
年
少
女
た
ち
の
背
後
に
控
え
、
ア
ポ
ロ
の
詩
、
デ

ィ
ア
ナ
の
似
像
を
誕
生
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
あ
る
意
味

で
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
彼
ら
の
母
ラ
ト
ナ
的
な
立
場
に
あ
る
と
言
え

よ
う
。
こ
こ
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
抱
い
て
い
た
「
詩
の
パ
イ
デ
イ
ア

性
」
を
付
与
す
る
と
、
『
世
紀
祭
の
歌
」
が
そ
の
ま
ま
ラ
ト
ナ
的
な

役
割
を
帯
び
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
部
で
は
、

ち
ょ
う
ど
ラ
ト
ナ
i
ア
ポ
ロ
i
デ
ィ
ア
ナ
間
に
交
わ
さ
れ
た
の
と
同

様
の
交
流
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
ア
エ
ネ
ア
ス
伝
説
で
は
単
一
的
な

再
生
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ラ
ト
ナ
を
め
ぐ
る
神
話
で
は
、
ア
ポ
ロ
i

デ
ィ
ア
ナ
と
い
う
双
生
兄
妹
が
誕
生
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
り
複

層
的
な
構
成
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス

は
、
ロ

l
マ
国
民
の
新
た
な
出
発
を
、
一
方
で
『
ア
エ
ネ
イ
ス
」
を

背
景
に
霞
く
こ
と
に
よ
り
ア
エ
ネ
ア
ス
の
再
生
に
重
ね
合
わ
せ
っ

つ
、
も
う
一
方
で
ア
ポ
ロ
・
デ
ィ
ア
ナ
の
誕
生
に
も
な
ぞ
ら
え
て
、

前
一
七
年
の
世
紀
祭
を
演
出
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
「
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
第
一
六
歌
で
「
幸
福

者
の
島
」
へ
の
脱
出
を
提
案
し
た
。
ア
ポ
ロ
・
デ
ィ
ア
ナ
二
神
誕
生

の
情
景
は
、
デ
ロ
ス
島
を
舞
台
に
置
く
と
そ
の
ま
ま
こ
の
理
想
郷
に

変
容
す
る
。
こ
の
新
た
な
デ
ロ
ス
島
で
、
詩
人
は
ラ
ト
ナ
的
な
立
場

か
ら
、
ア
ポ
ロ
・
デ
ィ
ア
ナ
の
喬
た
る
子
供
た
ち
と
精
神
的
・
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的
な
交
流
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
世
人
の
無
理
解

と
い
う
苦
悩
を
経
て
、
詩
人
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
自
ら
が
到
達
し
た
新
た

な
再
生
の
境
地
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
『
世
紀
祭
の
歌
』
は
、
詩
想
的
・
神
話
的
に
も
『
ア
エ

ネ
イ
ス
』
第
六
巻
を
背
景
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の

歌
は
、
『
エ
ポ

i
デ
ィ

i
』
第
一
六
歌
に
歌
わ
れ
た
「
幸
福
者
の
島
」

の
実
現
を
祝
う
歌
、
つ
ま
り
ロ

i
マ
を
「
新
た
な
デ
ロ
ス
島
」
「
幸

い
の
島
」
と
し
て
讃
え
る
歌
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

以
上
、
先
駆
者
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
「
ア
エ
ネ
イ
ス
』
に
対
し

て
、
そ
の
基
本
的
精
神
を
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
「
世
紀
祭
の
歌
』
の
中

で
い
か
に
複
層
化
し
た
か
を
見
て
き
た
。
こ
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
精

神
性
は
そ
の
ま
ま
『
歌
章
」
第
四
巻
第
一
五
歌
に
も
あ
て
は
め
う
る

と
忠
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ア
エ
ネ
イ
ス
」
を
歌
う
立
場
と
し
て

も
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
は
ロ

i
マ
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
あ
り
、
ラ
ト
ナ

l

ア
ポ
ロ

a
a
l
a
t
e
-
e

デ
ィ
ア
ナ
の
う
ち
に
働
い
た
の
と
同
様
の
内
的
交
流
の

う
ち
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
土
2
5
胃
O
]
m
W
5
2円。三
ω心
乙
内
川
口

Oω
門
江

ωョ

の
句
も
、
政
治
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ア
エ
ネ
ア
ス
像

を
構
成
す
る
口

i
マ
国
民
が
享
受
す
る
内
的
交
流
の
一
一
一
一
口
語
表
現
と
と

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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か
く
し
て
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
よ
る
と
の

ω
ロ
0
3
に
対
し
、
ホ
ラ

テ

ィ

ウ

ス

が

そ

の

向

じ

内

実

を

承

け

て

と

g
コめ
5
5
z
と
呼
び
か
け
た

こ
と
に
よ
り
、
口
、
E
・
I
・
-
マ
国
民
は
共
同
体
と
し
て
絶
え
ず
ト
ロ
イ
ア

l

口

i
マ
叙
事
史
の
冒
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
歴
史
を
創
造
し
て
ゆ

く

こ

と

が

で

き

る

。

そ

れ

は

菌

民

へ

の

絶

え

ざ

る

再

生

の

促

し

で

あ

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
=
g
コ0
5
5
3
が
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
最
後
の

一
一
一
一
口
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
預
言
者
」
と
し
て
の
彼
の
生
涯
を
要
約
す

る

句

で

も

あ

っ

た

。

そ

し

て

ホ

ラ

テ

ィ

ウ

ス

は

こ

こ

で

、

古

典

に

対

す

る

注

解

日

仲

介

者

と

し

て

、

先

駆

者

ウ

ェ

ル

ギ

リ

ウ

ス

の

さ

ら

に

内

面

に

分

け

入

る

方

法

を

も

提

示

し

て

い

る

と

言

え

よ

う

o

z

g
コm
W
3
5
こ
に
集
約
さ
れ
る
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
詩
想
は
「
政
治
的
」

と

い

う

形

容

を

は

る

か

に

凌

駕

し

て

お

り

、

そ

れ

は

教

育

的

さ

ら

に

は
神
学
的
な
展
望
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い

ω。
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